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抽象フォームを用いたエンドユーザ主導の要求定義法

中 所 武 司��

持続可能な社会実現の一環として，�� 技術の適用による資源の節約や環境保全の達成が期待され
ている．そのためには，日常的業務のコンピュータ化をその業務の専門家自身が構築する技術が有用
と思われるので，そのキーとなる抽象フォームを用いた要求定義法について述べる．
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�� は じ め に

持続可能な社会実現の一環として，�� 技術の適用

による資源の節約や環境保全の達成が期待されている．

このような対策を実現するためには，そのためのアプ

リケーションの開発が必要となることが多いが，その

開発を ��技術者に委託するには相当の資金が必要で

ある．しかしながら，企業的観点での費用対効果（利

潤）が期待できる分野を除いては，開発資金の調達は

至難である．

このジレンマの解決には，エンドユーザ主導開発が

不可欠である．例えば，町内会のボランティアで運営

している不用品交換ショップを担当者自身が��	サイ

トとして立ち上げることができれば，大きな効果が期

待できる．同じく，既存の地図情報サービスとショッピ

ングサイトの検索サービスを最近注目されているマッ

シュアップ技術によって統合した��	サイトを構築

できれば，近くのショップからの購入により輸送時の


�� 排出量の削減効果を期待できる．また，いたる

ところに存在する申請書類受付などの窓口業務を窓口

担当者自身で��	サイト化できれば，ペーパーレス

化のみならず，窓口訪問者が書類提出のために利用す

るエレベータの電気代の節約にもなる．

本論文では，日常的業務のコンピュータ化をその業

務の専門家自身が実現するという観点から，エンド
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ユーザ主導開発のキーとなる抽象フォームを用いた要

求定義について述べる．

�� エンドユーザ主導のシステム構築

��� 抽象フォームの導入

エンドユーザ主導の基本的システム構築技術�� を図

� に示す．

図 � エンドユーザ主導のシステム構築技術

ビジネスレベルでエンドユーザ（業務の専門家）が

構築したビジネスモデルは，サービスレベルでは，ド

メインモデル（ワークフローを示す業務モデルなど）

に変換され，アプリケーションの原型ができる．最後

にソフトウェアレベルで，コンポーネントを組み合わ

せたアプリケーションを構築する．このとき，サービ

スとソフトウェアの間の粒度的なギャップは，フレー

ムワークやパターンあるいは業務コンポーネントな
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どの 
��（
�������������� ������� ���������

���）技術で解決できる．一方，ビジネスとサービス

の間のギャップについては，エンドユーザに理解容易

な電子フォームの概念の導入で解決する．本論文では，

実際にビジュアルなユーザインタフェースを必要とし

ない概念的フォームを抽象フォームと呼ぶ．

��� サービス授受のメタファー

ワークフローが本質的な��	アプリケーションの

要求分析では，詳細なワークフローを記述する必要が

ある．これは，オブジェクト指向のモデルではお互い

に協調して動作するオブジェクト間を流れるメッセー

ジフローとして表現する．ここで抽出したオブジェク

トに対応する業務コンポーネントが存在する場合は，

この段階でアプリケーションを構築できるが，通常は，

新規に開発すべきコンポーネントが存在する．

そこで，エンドユーザ主導開発の一環として，新規

コンポーネントの要求仕様は，業務の専門家になじみ

のあるフォームとして定義することとする．さらに，

ワークフローを��	サービス化することにより，業

務コンポーネントをサービスプロバイダと見なすこと

ができ，ビジネスレベルでの理解が可能となる．

すなわち，窓口業務をサービス授受のメタファーと

みなして，そのインターフェイスをフォームとするこ

とにより，ワークフローを以下のようにとらえる．

・業務コンポーネント → ��	サービス，
・メッセージフロー → フォームフロー
・メッセージ変換 → フォーム変換

��� フォーム変換

フォーム変換については，いくつかの方法が考えら

れるが，まず，���を用いる方法を研究試作した��．

���形式の個人別履修情報と試験時間割表の２つの

入力から個人別試験時間割表を出力するシステムを例

題とした．この方法では，エンドユーザ向けに���

記述を支援するビジュアルツールを開発した．

次に，エンドユーザに���や���の構造を一切

意識させない方法として，入力フォームと出力フォー

ムの項目間の関係をマウス操作だけで定義する方法を

実現した．図２に示すように，特定の入出力フォーム

に関して定義した変換手順を用いて，同じ形式の入出

力フォーム間の変換を自動実行する��．

図 � フォーム変換手順の定義と実行

�� 複雑な例題への適用

図３は，キャンパス内の研究室間での不用品交換シ

ステムを例題とした �遷移図である��．バックエンド

のビジネスロジックは，抽象フォームを用いたフォー

ム変換として定義する．図では，以下のような２種類

のフォーム変換を区別している．

・!�アクセスを伴うフォーム変換

・ �間（ビジュアルフォーム間）のフォーム変換

最初のものは，ビジュアルフォームと抽象フォーム，

あるいは抽象フォーム同士の間の変換となるもので，

図では灰色枠の "�"� で示す．ビジュアルフォーム

同士の変換は白抜き枠の "�"�で示す．

図 � �� 遷移図とフォーム変換

�� お わ り に

抽象フォームの概念を用いたエンドユーザ主導の要

求定義技術について述べた．
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